いわ て 未来 づく り 機 構 だ より 


会 員 の 皆様 に は 、 益々 御 清栄 の こと と お 喜び 申し 上 げ ま す 。 
本 号 で は 、 去る 5 月 21 日 に 開催 され た 平成 0 年 度 総会 及び 第 1 回 ラウ ンド テー ブル の 概要 に つい て 御 報告 し ます 。 


平成 3 0 年 度 総会 
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平成 30 年 5 月 21 日 (月 ) の 15 時 00 分 か ら 、 サ ン セ ー ル 盛岡 (盛岡 市 ) に お いて 、 機 構 会 員 ほ か 約 90 名 の 
参加 の も と 、 平 成 30 年 度 総 会 を 開催 し まし た 。 総 会 で は 、 平 成 29 年 度 活動 実績 の 報告 及び 平成 30 年 度 
活動 計画 に つい て 承認 され まし た 。 

また 、 総 会 第 2 部 で は 、 日 本 大 学 特 任 教授 ・ 筑 波 大 学名 誉 教 授 の 石田 東生 先生 に 「 復 興 ・ 観 光 地 域 づ くり 
と 道路 政策 一 社会 資本 政策 の 総合 戦略 と イノ ベー ショ ンー-」 と 題し て 講演 いた だ きま し た 。 














平成 3 0 年 度 第 1 回 ラウ ンド テー ブル 


総会 終了 後 、 同 会 場 に お いて 、 平 成 30 年 度 第 1 回 ラウ ンド テー ブル を 開催 し ま し た 。 


【 デ ィ ス カッ ショ ン 】 テーマ: 新た な 社会 基盤 等 を 活用 し た 三陸 地域 の 産業 振興 や 交流 促進 に つい て 
今回 の ディ スカ ッ シ ョ ン で は 、 石 田 先生 の 講演 の ほか 、 復 興 道路 や 宮古 室蘭 間 の フェ リー な どの 新た 
な 交通 ネッ トワ ー ク が 出来 つつ ある こと を 踏ま る え 、 新 た な 社会 基盤 等 を 活用 し た 三陸 地域 の 産業 振興 や 
交流 促進 に 関す る 取組 や 今後 の あり 方 な ど に つい て 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー に よる 意見 交換 が 行わ 
れ ま し た 。 ま た 、 石 田 先生 に も コメ ン テ ー タ ー と し て 同席 いた だ きま し た 。 

議論 の 中 で 、 鈴 木 県 立 大 学長 か ら 、 地 域 の アイ デン ティ ティ を 深め る た め に 、 地 域 連 携 に 関す る 新 し 
い シ ステ ム を 構築 し 、 課 題 に 立ち 向かっ て いく こと が 必要 と の 発言 を いた だ き 、 岩 渕 岩手 大 学長 か ら 、 
学生 等 の 地元 定着 を 進め る た め に も 産業 ・ 交 通 ・ 情 報 を 組み 合わ せ た 仕組 み を つく る こと と 、 県 境 を 
越え た 取組 の 重要 性 に つい て 発言 を いた だ きま し た 。 

米谷 大 船渡 商工 会 議 所 副 会 頭 か ら は 、 県 内 4 港湾 の 戦略 的 な 活用 や 道路 事情 に 合わ せ た 経 営 戦 略 の 
必要 性 と 、 地 域内 連携 ・ 地 域 間 連 携 の 強化 を 、 高 橋 経 済 同友 会 代表 幹事 か ら は 、 質 の 高い 観光 客 を 増 や 
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すこ と と 、 観 光 振 興 に 向け た 意識 改革 や 人 づく り の Eg WO 
重要 性 を 、 谷 村 商 工 会 議 所 連合 会 会 長 か ち は 、ILC 放 計 記章 ea 未来 づく り 機 構 庫 本間 
の 実現 こそ が 本 日 の ラウ ンド テー ブル の 集大成 に な る Wk ド テ ー ブ ル 


紀 の 発言 を いた だ きま し た 。 

達 増 知事 か ら は 、 沿 岸 と 内 陸 と を 上 手 く 結び つけ て 
オー ル 有 岩手 で イン フラ を 活用 し た 復興 を 進め る チャ ン 
ス で ある こと と 、 発 展 の 最大 の 地域 資源 と な り 得 る 
I LC の 実現 に 努め て いき た いこ と 、 三 陸 防 災 復 興 
プロ ジェ クト 2019 の 実施 に 向け た 想い に つい て 発言 い 
だ だ きま し じ た 。 


















































平成 30 年 度 活動 計画 


1 目標 
科学 技術 の 進展 と 整備 が 進む 社会 基盤 を 生か し た 、 人 口 減少 に 負け な い 地 域 づ くり 


て 県 民 の 幸福 を 守り 、 育 て る た め に < 
※ 第 3 フェ ー ズ 目標 (2O18 年 度 CT 成 3O 年 度 ) ~2022 年 度 ) 






































ll 県 民 運 動 の 推進 
県 民 運 動 幹事 機関 
ILC な ど 科 学 技術 の 進展 へ の 対 誠 岩手 県 
復興 と 新た な 社会 量 盤 等 の 活用 岩手 県 
人 口 減少 下 に お ける 地域 の 活力 維持 岩手 大 学 ・ 岩 手 県 立 大 学 





I 作業 部 会 の 活動 (8 部 会 ) 









































































































































部 会 名 【 担 当 機関 】 活動 方 針 及 び 主 な 活動 

医療 福祉 連携 作業 部 会 地域 包括 ケア に お ける 人 情報 通信 技術 (人 AI・loT) と 社会 技術 の 融合 

【 娠 手 県 立 大 学 】 ・ 県 内 の 地域 包括 ケア に 資す る た め の AI や IoT の 技術 活用 の 事例 を 調査 
か け 橋 作業 部 会 復興 支援 プロ ジェ クト 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 」 の 推進 

【 娠 手 県 】 ・ 復 興 支 援 マ ッ チ ング の 推進 、 復 興 関 連 情報 の 発信 

・ 復 興 支援 ネッ トワ ー ク の 強化 

復興 教育 作業 部 会 いわ て の 復興 教育 ブロ グラ ム の 推進 支援 

【 娠 手 大 学 】 ・ 復 興 教育 の 講師 を 派遣 する 「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 の 推進 
いわ て 復興 未来 塾 作業 部 会 復興 ⑦ 地 域 づ くり の 担い 手 の 育 成 及 び ネ ットワーク づく り の の 推進 

【 娠 手 県 】 ・ 復 興 の 担い 手 と な る 人 づく り の 観点 か らい わ て 復興 未来 塾 を 年 3 回 開催 
ふる さと いわ て 創造 作業 部 会 | 地域 を 担う 人 材 の 育成 と 地元 定着 の 推進 支援 

【 娠 手 大 学 】 ・ ふ る さと 発見 ! 大 交流 会 in Iwate2018 の 開催 














・ 地 域 志向 型 イ ンタ ー ン シッ プ の 企画 等 、 会 員 向け アン ケー ト の 実施 
イノ ベー ショ ン 推 信 作 業 部 会 | 県 内 名 機関 の 持つ ポテ ン シ ャ ル を 生か し た イノ ベー ショ ン の 作出 






























































【 娠 手 県 】 ・ 平 成 29 年 度 の 調査 分 析 結 果 を 踏ま え 、 将 来 の 姿 の 実現 に 向け 、 取 組 の 
方 向 性 を 取り まとめ る 。 
闘 新しい 三陸 創造 作業 部 会 大 規模 代 修 の 成功 と その - を 三陸 地域 振興 等 に つなげ る 。 
【 岩 手 県 】 ・ 三 陸 防 災 復 興 プ ロジ ェクト 2019 の 成功 に 向け た 取組 
・ ラ グ ビ ー ワ ー ル ドカ ッ プ 2019" 釜 石 開催 の 成功 に 向け た 取組 
較 子 育て 支援 作業 部 会 母 と 子 ど だ け で な ぐ く 家 族 全体 を 支え る 岩手 版 ネ ウ ボ ラ の 開発 
【 娠 手 県 立 大 学 】 ・ 県 内 に お ける 子育て 支援 環境 の 実態 把握 





















































会 員 の 皆様 へ (お 願い ) 





つき) ふる さと いわ て 創造 作業 部 会 で は 、 県 外 の 高等 教育 機関 を 卒業 し た 人 材 の 県 内 就職 に つなげ る た め 
会 員 企業 や 団体 (構成 する 企業 ・ 団 体 を 含み ます ) に 勤め る 従業 員 の 皆様 を 対象 に アン ケー ト を 実施 

ン する 予定 と し て お り ま す 。 

詳細 に つい て は 後日 御 案内 し ます が 、 本 取組 に 対す る 御 協力 を お 願い 申し 上 げ ま す 。 





いわ て 未来 づく り 機 構 事務 局 
会 員 各 機 関 の 代表 者 、 担 当 者 、 メ ー ル アド レス 等 に 変更 お が あり まし た ら 、 事 務 局 まで お 知ら せく だ さい 。 
〒020-8570 岩手 県 盛岡 市 内 丸 10-1 岩手 県 政策 地域 部 政策 推進 室 (担当 : 伊 五 澤 、 奥 寺 ) 


電 話 :019-629-5195 (FAXO19-629-5254) E-mail : AA0001@pref. iwate. jp 
ホー ムペ ー ジ httb ://www. pref.iwate.」jp/seisaku/miral/005879.html (アド レス が 変わ り ま し た 。) 
























































